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「
約

40
分
間
港
内
ヲ
砲
撃
セ
シ
モ
、

守
兵
応
戦
セ
ズ
」

―
。

　

日
露
戦
争
の
開
戦
か
ら
１
カ
月
近
い
１

９
０
４
年
３
月
６
日
、
上
村
彦ひ

こ
の
じ
ょ
う

之
丞
（
海

軍
中
将
）
司
令
官
の
率
い
る
巡
洋
艦
「
笠

置
」
と
「
吉
野
」
の
第
二
艦
隊
は
、
要
塞

化
さ
れ
た
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
軍
港
の
東
側

の
ウ
ス
リ
ー
湾
洋
上
約
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
砲
撃
点
か
ら
同
軍
港
内
の
造
船
所
目
が

け
、
午
後
１
時
50
分
ご
ろ
か
ら
約
40
分
間

に
わ
た
っ
て
艦
砲
射
撃
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
こ
の
攻
撃
に
「
情
報
」
で
貢
献

し
た
の
が
、
当
時
貿
易
事
務
官
と
し
て
ロ

シ
ア
に
駐
在
し
て
い
た
川
上
俊
彦
で
あ
る
。

日
露
戦
争
に
向
け
た
情
報
活
動
の

功
績
で
海
軍
か
ら
感
謝
状

　

し
か
し
こ
の
と
き
、
奇
妙
な
こ
と
に
大

規
模
な
要
塞
か
ら
は
一
発
の
応
戦
も
な

か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
謎
は
、
そ
れ
か
ら

ロ
シ
ア
語
に
堪
能
で
情
報
蒐
集
に
も
長
け
た

川
上 
俊
彦  

初
代
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使 

外
交
史
家
・
法
学
博
士  

松
村
正
義

【かわかみ・としつね（1861～1935）とその時代】1900 年川上、ウラ
ジオストク駐在貿易事務官に着任。1904 年日露戦争。1905 年旅順
攻略、水師営会見。1909 年伊藤博文暗殺。1914 年第１次世界大
戦。1917年ロシア革命。1918年ポーランド共和国独立。1919年ヴェ
ルサイユ講和条約。1920 年川上、初代駐ポーランド公使。1923 年
川上・ヨッフェ会談。1935 年川上死去。

（写真・外務省外交史料館所蔵）
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97
年
を
経
た
２
０
０
１
年
５
月
、
一
般
開

放
さ
れ
た
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
軍
港
を
筆
者

が
訪
れ
た
折
、
同
地
の
極
東
国
立
大
学
歴

史
学
部
の
某
教
授
の
案
内
で
同
軍
港
の
周

辺
を
一
巡
し
た
際
に
解
け
た
。

　

つ
ま
り
、
ロ
シ
ア
側
は
日
本
と
開
戦
し

た
場
合
、
南
西
方
向
に
位
置
す
る
日
本
軍

は
軍
港
の
北
側
か
南
側
、
も
し
く
は
西
側

か
ら
襲
撃
し
て
く
る
も
の
と
思
い
込
み
、

そ
れ
ら
の
三
方
向
に
対
し
て
は
堅
固
な
大

要
塞
を
構
築
し
た
も
の
の
、
東
側
か
ら
迫

る
日
本
軍
の
攻
撃
は
想
定
せ
ず
、
全
く
の

無
防
備
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

日
露
間
の
情
勢
が
次
第
に
緊
迫
化
し
て

い
く
中
、
川
上
は
日
本
海
軍
か
ら
の
要
請

を
受
け
て
諜
報
員
を
使
っ
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
軍
港
周
辺
の
要
塞
状
況
を
調
べ
上
げ
、

そ
の
東
側
が
無
防
備
で
あ
る
こ
と
を
東
京

へ
報
告
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
功
績

か
ら
、
戦
後
川
上
に
は
、
海
軍
か
ら
感
謝

状
も
贈
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

乃
木
・
ス
テ
ッ
セ
ル
将
軍
の

歴
史
的
会
見
で
通
訳
を
務
め
る

　

１
８
６
１
年
12
月
、
新
潟
県
岩
船
郡
村

上
本
町
に
生
ま
れ
た
川
上
俊
彦
は
、
東
京

外
国
語
学
校
露
語
科
を
卒
業
後
の
１
８
８

４
年
、
外
務
省
雇
と
な
っ
て
ロ
シ
ア
関
係

業
務
に
従
事
す
る
。
そ
し
て
１
９
０
０
年

９
月
に
は
、
貿
易
事
務
官
（
ロ
シ
ア
は
日

本
領
事
館
の
設
置
を
認
め
ず
、
貿
易
事
務

館
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
と
し
て
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
勤
務
に
就
く
。

　

や
が
て
日
露
間
が
風
雲
急
を
告
げ
て
い

き
、
ま
も
な
く
国
交
断
絶
が
近
い
と
伝
え

ら
れ
る
や
、
川
上
は
当
時
数
千
人
に
及
ん

だ
と
い
う
日
本
人
の
シ
ベ
リ
ア
居
住
者
の

引
き
揚
げ
に
辣
腕
を
ふ
る
う
。
そ
し
て
開

戦
直
前
ま
で
、
ロ
シ
ア
海
軍
に
関
す
る
多

く
の
情
報
を
蒐
集
し
、
東
京
に
送
っ
た
の

で
あ
る
。
川
上
が
収
集
し
た
情
報
に
よ
る

一
つ
の
結
果
が
、
先
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

要
塞
の
攻
撃
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

川
上
は
、
日
露
戦
争
開
戦
後
の
１
９
０

４
年
９
月
に
は
外
交
顧
問
と
し
て
遼
東
守

備
軍
司
令
部
付
き
と
な
り
、
中
国
・
金
州

へ
と
移
る
。
同
守
備
軍
司
令
部
は
11
月
15

日
大
連
へ
と
移
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

際
、
大
連
市
内
の
ロ
シ
ア
名
の
通
り
名
や

町
名
を
改
名
す
る
会
議
が
開
か
れ
た
。
こ

の
会
議
に
参
加
し
た
川
上
が
、
伏
見
台
・

山
県
通
・
大
山
通
・
児
玉
町
な
ど
と
改
名

し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
後
川
上
は
満
州
軍
総
司
令
部
付
と

な
る
が
、
翌
１
９
０
５
年
の
元
旦
早
々
に

難
攻
不
落
を
誇
っ
た
旅
順
要
塞
が
日
本
軍

の
手
に
陥
落
す
る
。
翌
２
日
に
旅
順
開
城

条
約
が
成
立
し
、
５
日
に
は
旅
順
の
北
近

郊
に
あ
る
水
師
営
の
民
屋
で
乃
木
希
典
将
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軍
と
ス
テ
ッ
セ
ル
将
軍
と
の
会
見
が
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
時
、
ロ
シ
ア

語
通
訳
を
務
め
た
の
が
誰
あ
ろ
う
、
川
上

俊
彦
で
あ
っ
た
。
歴
史
に
名
を
残
す
日
露

両
将
軍
の
こ
の
有
名
な
会
見
シ
ー
ン
は
、

今
も
明
治
神
宮
・
聖
徳
記
念
絵
画
館
内
に

飾
ら
れ
た
壁
画
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
荒
井
陸
男
画
伯
に
よ
っ
て
描
か
れ

た
旅
順
開
城
の
絵
図
で
、
白
馬
か
ら
降
り

た
ス
テ
ッ
セ
ル
将
軍
と
軍
刀
を
杖
に
し
て

対
面
す
る
乃
木
将
軍
の
す
ぐ

右
横
後
ろ
に
立
つ
、
フ
ロ
ッ

ク
コ
ー
ト
を
着
、
脚
に
は

ゲ
ー
ト
ル
を
巻
い
て
山
高
帽

を
被
っ
た
人
物
が
、
川
上
で

あ
る
。

伊
藤
博
文
暗
殺
の

現
場
に
遭
遇

　

日
露
戦
争
後
の
１
９
０
７

年
２
月
、
川
上
は
ハ
ル
ビ
ン
総
領
事
を
命

ぜ
ら
れ
て
、
同
地
に
赴
任
す
る
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
２
年
半
後
の
１
９
０
９
年
10
月

26
日
午
前
10
時
、
思
い
が
け
な
い
一
大
事

件
が
ハ
ル
ビ
ン
駅
頭
で
突
発
し
た
。

　

そ
れ
は
、
同
月
18
日
に
東
京
を
発
っ
て

満
州
に
渡
来
し
た
元
老
・
伊
藤
博
文
が
、日

露
戦
争
の
戦
跡
な
ど
を
訪
ね
た
後
、
26
日

に
ハ
ル
ビ
ン
駅
に
停
車
中
の
東
清
鉄
道
の

列
車
内
で
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
コ

コ
フ
ツ
ォ
フ
蔵
相
と
会
談
し
た
時
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
伊
藤
・
コ
コ
フ
ツ
ォ
フ
両
氏

は
、
日
露
戦
争
後
に
結
ば
れ
た
第
１
次
日

露
協
約
に
よ
っ
て
緊
張
緩
和
を
見
せ
は
じ

め
た
満
州
に
お
け
る
日
露
関
係
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
が
、
こ
の
会
談
終
了

後
、
伊
藤
が
列
車
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
降
り
立
っ
た
と
こ
ろ
を
、
韓
国
人
の

独
立
運
動
家
・
安ア

ン

重ジ
ュ
ン

根グ
ン

に
狙
撃
さ
れ
、
落

命
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ハ
ル
ビ
ン

総
領
事
と
し
て
伊
藤
の
遭
難
現
場
に
随
伴

し
て
い
た
川
上
も
、
そ
の
側
杖
を
食
っ
て

肩
に
被
弾
し
、
重
傷
を
負
っ
た
。

初
代
の
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使
と
し
て

　

ハ
ル
ビ
ン
総
領
事
を
務
め
た
後
の
川
上

は
、
１
９
１
２
年
５
月
に
モ
ス
ク
ワ
在
勤

と
な
っ
て
再
び
ロ
シ
ア
の
地
を
踏
ん
だ
後
、

翌
年
12
月
満
鉄
理
事
を
経
て
、
１
９
２
０

年
に
は
初
代
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使
と
な
る

川上は日露戦争を前に情報蒐集を命ぜられる。本書
簡はロシア側の厳しい監視・検閲の状況から特別暗
号の作成を相談したもの。（外務省外交史料館所蔵）
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の
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
第
１
次
世
界
大

戦
（
１
９
１
４
～
１
９
１
８
年
）
が
世
界

に
も
た
ら
し
た
い
く
つ
も
の
大
き
な
変
革

の
波
が
あ
っ
た
。
１
９
１
７
年
10
月
の
ロ

シ
ア
革
命
に
よ
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義

政
権
の
誕
生
が
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
１

９
１
９
年
６
月
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条

約
の
調
印
に
よ
っ
て
成
立
し
た
ポ
ー
ラ
ン

ド
を
は
じ
め
と
す
る
東
欧
や
北
欧
諸
国
の

独
立
宣
言
が
そ
う
で
あ
る
。

　

当
時
、
戦
勝
国
側
の
一
国
で
あ
っ
た
日

本
は
、
新
生
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
家
と
政
府

を
同
講
和
会
議
中
の
３
月
22
日
に
承
認
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
１
９
２
０
年
11
月
、

初
代
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
特
命
全
権
公
使
に
任

命
さ
れ
た
の
が
川
上
俊
彦
で
あ
っ
た
。
こ

の
川
上
の
公
使
就
任
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
崩

壊
を
も
た
ら
し
た
ロ
シ
ア
革
命
の
中
で
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
運
動
に
関
係
す
る
人
々

と
少
な
か
ら
ず
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
た
め

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
３
年
後
の
１
９
２
３
年
１
月
、

公
使
の
任
を
終
え
て
帰
国
し
た
川
上
を

待
っ
て
い
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
川
上
・

ヨ
ッ
フ
ェ
会
談
」で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、新

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
と
国
交
を
開
始
す
る
た

め
の
予
備
交
渉
と
し
て
、
川
上
が
同
年
６

月
28
日
か
ら
１
カ
月
余
に
わ
た
り
東
京
で

同
政
権
の
代
表
ア
ド
ル
フ
・
ヨ
ッ
フ
ェ
と

会
談
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
主
た

る
懸
案
事
項
だ
っ
た
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
虐

殺
事
件
に
対
す
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
の
謝

罪
や
北
樺
太
の
日
本
へ
の
売
却
問
題
の
ほ

か
、
共
産
主
義
宣
伝
の
禁
止
な
ど
を
め

ぐ
っ
て
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、結
局
は
、議

事
録
を
作
成
す
る
だ
け
で
終
わ
っ
た
。

　

川
上
は
、
翌
１
９
２
４
年
12
月
に
外
務

省
を
退
官
し
、
そ
の
後
は
１
９
２
６
年
に

北
樺
太
鉱
業
株
式
会
社
取
締
役
会
長
、
翌

年
に
日
魯
漁
業
株
式
会
社
社
長
を
務
め
、

１
９
３
５
年
９
月
12
日
に
死
去
す
る
。
享

年
73
歳
で
あ
っ
た
。
思
え
ば
、
乃
木
希
典
、

伊
藤
博
文
、
ヨ
ッ
フ
ェ
と
い
う
重
要
人
物

と
接
し
、
近
代
日
本
の
歴
史
的
場
面
に
立

ち
会
っ
た
外
交
官
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
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